
東北農業研究 (TOhOku A Bric.Ro3.)21,225-226(1'78)

リンゴ 。ヘ ッジ ロー 園の樹 形 と受光量 に つ いて
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1ま え が き

本県では昭和36年以降に新植されたリンゴ園の大部分は
lo a当 り50～ 50本植の計画密植栽培で,マ ルバヵイドウが

主の標準台木が使われてきた。当初,12～ 13年で計画的に
間伐する予定であったが,わい化処理,窒素の減量などに
より,樹勢を落ちつかせた上で樹形改造することによって
栽植当初の本数を維持できる見込みがつき,昭和47年から
試験に着手した。

この試験は樹形改造にともなう受光量の変化を樹形別,
列の方向別に検討し,形態的には窯 花芽形成への影響に
ついても検討した。

2試 験 方 法

試験に供したヘッジロー樹は昭和46年春～47年春に樹形

改造を始めたものである。
1 へ″ジロー樹の受光分布 (昭和47年 )
代表的なヘッジロー樹,樹高55■ ,樹冠幅30π ,東西
911方向のゴールデン11年生 1樹供説 樹冠内受光量を60カ

所及び果実形質を調査。

2 樹冠幅のちがいと受光量 (昭和48,49年 )
樹冠幅もるπ区 (10a当 り35本植),30π区,20■ 区(50
本植 )の 3区, いずれも樹高ζ5π , 東西列方向で各 3樹
供為  `樹 5部位の受光量測定,果実形質も調査。
3 列方向のちがいと受光量 (昭和50,51年 )
列方向 :東西方向, 南北方向の2区 樹高35■ ,国内通
路幅 15π , 角度 ゛のヘッジロー樹を想定, リンゴ箱積上
げによるモデル樹形を製作,各列方向の側面 lπ の高さに
立体照度計を設置,6/4～ 10/31まで連続的に測定。,1に ,
同形の 13年生ふじでも実lll。

4 無せん定樹における受光量と葉の形態 (昭和48-51
年 )

昭和48年から内部無せん定にした13年生ゴールデンを供

試 部位別受光量 葉の形態調為

5 花芽形成と受光量 (llE和 48～ 51年 )
17年生スターキング15樹供試,側枝単位で65%と 95¢

遮光の寒冷紗を用い, 6月 から遮光時期を変えて処理,花
芽形成は翌春,頂芽数に対する開花果そう数で求めた。
受光量の測定は主に立体照度計 (飯尾電機 )を用い,最
低 1日 単位で測定した。

3 試験結果及び考察

1 ヘッジロー樹の受光分布
樹冠内受光量を全天面に対する%で示すと, 1樹内では

樹冠上凱 南側で高かった。上部 (3π )の平均が74%,

-225-

中部(2■ )で 32%,下部(lπ )で 21%で,同 じ高さでは
北側が南側より約 10%劣 った。果実品質との相関も高く,
既成樹の受光度が高いのに比べ,ヘ ッシ樹では主枝本数が

多いため特に樹冠の内側,北側下部で果実品質が劣った。
2 樹冠幅のちがいと受光量
2ヵ 年の測定結果では 20～ 36π の樹冠幅間では部位別
受光量にほとんど差がなかった(表 1)。 容積的着果をめ
ざすヘッジロー仕立においては栽植本数,樹冠幅に応した
整枝せん定が行なわれた。 10a当 り35本楓 樹冠幅ζ6●
では主枝―亜主校―側校の形で主枝本数 2～ 3本, 10a当
り50本楓 樹冠幅 50Z,20■では主枝―鶴枝の形で主枝
本数は30π で 5～

`本
,20η で5～ 4本と調整された。

このため各区の樹冠の密度は平均化された。 しかしながら
1樹内の受光状態は有意に差が認められ,特に樹冠中央部
や北側下部で劣った。これらは列方向が東西であること,

主枝本数がやや多いことから生じたもので整校せん定の改

善を要した。

表 1 樹冠幅別,部位別受光量

*樹冠内受光量 /全天面受光量X100(%)

表 2 受光量と果実形質との相関(相関係数 )
ゴールデンデリシャス(無袋 )

摯5%レベル キ■1¢ レベル *特 01カ レベルで有意
47年 :1樹での測定値

“

年 :15樹 を供誌 部位別に測定したもの,は く皮逆
つぎ処理実施

49年 :11樹を供試,部位別に測定したもの,無処理

年 樹 冠 幅 南 南 中 北 北上 下 央 上 下
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図 1 屈折計示度と受光度の関係
(昭和 49年 )

これらの樹の果実形質も受光度にかなり影響された (表
2)。 受光量 と果重,果色 糖度,食味の間には正の有意
な相関が,硬度酸度の間には負の有意な相関が認められた。
これらの関係は調査を,多 くの樹で行なった場合よりも,
1樹内で行なった方が相関係数は高くなり, またわい化処

理により樹勢を落ち着かせると正の相関は解消され,負の
相関のみが存続した。果実形質と光の関係は樹の栄養状態

によって異なった。良品質生産するための受光度の一応の

目安として∞

“

以上が望まれた(図 1)。 これは品種によ

り,ま た樹勢や着果量により変るであろうが50チ 以上の受

光度とは晴の日に, 1日 1回 以上 必ず直達光が当たる状

態で,校の重なりは避けなければならない。さらに樹形の
あり方,整枝せん定については検討する必要がある。
3 列方向のちがいと受光量
モデル樹形の比較では,東西方向が南北方向より照度の
積算で51%多かった(表 3)。 これは太陽高度の高い6～
8月 に東西方向の南面において照度が他に比べ 2倍以上高
いことに帰因した。東西方向のヨヒ面は 6～ 8月 までは朝夕

表 3 列方向別各側面の照度の変化(モ デルM//に よる。

の入射光が多く,他と大差ないが, '月以降次第に低下し
た。南北方向は両側面ともパランスがとれていた。実際の

樹では,東西方向では南側の果実品質は良好であったが,
北働は劣る傾向がみられた。南北方向は両側面とも差がな

く東西方向に比べ揃った果実が生産された。

実際上,新植する場合を除いて既成目の列方向は,地形
や栽植距離によって決められる。どの列方向でも,各側面
の日射特性を生かした整枝せん定を行なうことで問題は少

なくなるように考えられる。

4 無せん定樹における受光量と葉の形態
リンゴ樹をヘッジャーで樹高35■ に卜″ピング.樹冠幅
50π にへ″ジングをしただけで内部無せん定にすると,徒
長校の発生が多く,1年 目で受光度10%以下に低下した(表
1)。 果実は小玉 青実が多く,同方法によるヘタジロー

仕立の維持は困難であった。3年 目に葉の形態を調査した。

最外部の葉は適度の大きさt厚 く, タロロフィル含量も
最も多く,柵状組織も発達していた。ある程度の遮光 (直
達光のみ)は 葉を徒長させ,厚 さも色もうすくなり,細長
い大きな葉を形鷹 さらに強い遮光 (直達光+散乱光 )は
ごく小さくてうすい,貧弱な非生産的な葉を形成した。葉
の形態は長期にわたる受光状態の結果を表わしていると考

えられる。

5 花芽形成と受光量
遮光試験の結果で花芽形成が阻害されたのは

'5多
遮光で

の6～ 9月 及びフ～9月 処理で対照区の60～ 76多の花芽形

成に対し約 Zに低下した(表 4)。 また95%6月 ,7月 ,

8月 処理も阻害された。一方,65%遮光 6～ 9月 処理は阻
害されたが,同 7～ 9月 処理及び,同 7月 , 8月 処理は影

響が認められなかった。以上のことから単年度処理では受

光量35%以下になると花芽形成に影響を与え,生育時期も
早い方の遮光がその影響が大きくなり, 2年以上続くとさ
らに阻害されると考えられる。樹勢や着果量の影響を考え

合わせると,果実形質と同じく50%以上の受光度の確保が

必要であろう。

以上を総括すると,ヘ ッジロー樹形のあり方は50%以上
の受光度を意識した整枝せん定を確立することであると考

えられた。
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表 4 花芽形成に及ぼす遮光の影響(2～ 5樹の平均%)
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